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中
部
板
金
工
業
組
合
協

議
会
（
会
長
・
宇
野
万
木

男
岐
阜
県
板
理
事
長
。
静

岡
・
愛
知
・
岐
阜
・
三
重
・

福
井
・
石
川
・
富
山
の
七

県
板
加
盟
、
会
員
三
八
四

六
名
）
は
四
月
十
六
日
午

後
一
時
よ
り
、
今
年
の
担

当
県
で
あ
る
富
山
県
板
の

設
定
に
よ
り
、
Ｊ
Ｒ
富
山

駅
前
Ｃ
Ｉ
Ｃ
（
シ
ッ
ク
）

五
階
に
於
い
て
、
第
十
九

回
通
常
総
会
を
開
催
し
た
。

愛
知
県
板
か
ら
平
野
理

事
長
。
村
上
、
斎
藤
両
副

理
事
長
。
滝
常
務
理
事
・

吉
田
事
務
局
長
が
出
席
し

た
。
総
会
は
代
議
員
定
数

三
九
名
の
う
ち
委
任
状
を

合
わ
せ
て
三
五
名
の
出
席

を
得
て
定
刻
富
山
県
板
の

司
会
に
よ
り
開
会
さ
れ
た
。

八
年
度
の
物
故
者
に
黙

祷
で
始
ま
り
、
杉
野
富
山

県
板
理
事
長
の
開
会
宣
言

と
歓
迎
の
挨
拶
に
つ
づ
き
、

宇
野
会
長
は
遠
路
総
会
に

参
集
さ
れ
た
お
礼
と
一
向

０
寺
４
四
▼
，
・
き
，
Ａ
Ｂ
７
Ａ
Ｔ
４
４
ｍ
７
ワ
宅
。
ｊ
Ｏ
ｖ
０
▽
４
画
。
，
▲
Ⅵ
ロ
ー
凸
■
７
凸
一
画
ｒ
４
号
〃
６
７
Ｊ
『
Ｔ
‐
ａ
ｎ
７
。
＆
毎
．
０
▲
も
７
．
毛
，
〃
込
負
７
▲
君
．
‘
も
▽
’
・
異
五
・
‐
二
段
７
垂
▼
Ⅱ
▲
画
ｖ
ｒ
４
申
守
４
０
７
，
－
４
年
．
，
ａ
ｎ
▼
０
．
１
官
・
４
１
曲
７
２
名
・
Ａ
ｖ
ｒ
全
・
ｊ
ａ
画
一
ｒ
０
．
エ
ニ
ー
．
ｊ
晶
嘩
７
．
－
悪
了
晶
ｗ
Ｉ
異
写

Ｓ
ａ
ｎ
ｋ
Ｏ
Ｈ
ｉ
ｌ
Ｔ
ｕ
ｆ
ｆ

ハ
イ
タ
フ
ル
ー
フ
ィ
ン
グ
シ
ス
テ
ム
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中
部
板
金
工
業
組
合
協
議
会

通
常
総
会
開
く

る
。
固
定
し
た
後
に
、
重

ね
部
分
に
五
五
○
度
く
ら

い
の
熱
風
を
ノ
ズ
ル
で
吹

き
か
け
て
融
着
す
る
。
こ

の
様
に
全
く
接
着
剤
を
使

用
し
な
い
た
め
に
暑
さ
寒

さ
に
関
係
な
く
、
少
し
く

ら
い
の
雨
な
ら
施
工
す
る

事
も
出
来
る
。
あ
ま
り
天

候
に
左
右
さ
れ
な
い
の
で

接
着
剤
使
用
の
シ
ー
ト
防

水
や
ア
ス
フ
ァ
ル
ト
防
水

よ
り
優
れ
て
い
る
。

ま
た
下
地
に
前
面
接
着

し
な
い
た
め
に
伸
縮
や
震

動
に
よ
る
亀
裂
も
な
く
、

透
湿
性
に
優
れ
結
露
対
策

に
も
優
れ
た
効
果
を
発
揮

す
る
。
こ
の
ハ
イ
タ
フ
ル
ー

フ
ィ
ン
グ
は
新
築
屋
根
は

も
と
よ
り
、
屋
根
の
リ

フ
ォ
ー
ム
に
は
折
板
で
も

瓦
棒
屋
根
で
も
ど
ん
な
屋

根
に
も
施
工
は
可
能
で
あ

る
。
し
か
し
、
勾
配
の
急

な
屋
根
の
い
わ
ゆ
る
見
せ

る
た
め
の
屋
根
に
は
シ
ー

ト
が
コ
イ
ル
状
で
あ
り
固

定
が
部
分
固
定
で
あ
る
た

め
し
わ
が
目
立
ち
あ
ま
り

適
さ
な
い
し
、
ベ
ラ
ン
ダ

な
ど
の
よ
う
に
人
が
歩
行

た
合
成
ゴ
ム
・
Ｅ
Ｐ
に
強

力
な
ポ
リ
エ
ス
テ
ル
メ
ッ

シ
ュ
を
サ
ン
ド
イ
ッ
チ
し

た
シ
ー
ト
を
専
用
金
具
に

よ
り
屋
根
下
地
に
固
定
す

る
工
法
を
ア
メ
リ
カ
か
ら

輸
入
し
て
ハ
イ
タ
フ
ル
ー

フ
ィ
ン
グ
シ
ス
テ
ム
と
し

て
発
売
し
て
い
る
。

こ
の
商
品
は
三
晃
金
属

が
東
南
ア
ジ
ア
の
販
売
権

を
持
ち
八
年
前
か
ら
発
売

し
て
い
る
。

施
工
は
シ
ー
ト
防
水
工

事
と
よ
く
似
て
い
る
が
下

地
へ
の
固
定
方
法
が
シ
ー

ト
防
水
は
接
着
剤
に
よ
る

固
定
で
あ
る
が
『
ハ
イ
タ

フ
シ
ー
ト
』
は
座
金
と
ハ

イ
タ
フ
ス
ク
リ
ュ
ウ
と
い

う
専
用
金
具
を
使
用
と
し

て
重
ね
部
分
の
下
で
固
定

す
る
。

材
料
は
幅
が
ワ
イ
ド
シ
ー

ト
が
１
９
４
３
ミ
リ
と
ハ
ー

フ
シ
ー
ト
は
９
７
１
ミ
リ

で
長
さ
帥
メ
ー
ト
ル
の
コ

イ
ル
状
に
巻
い
て
あ
る
。

重
ね
代
は
１
１
５
ミ
リ

で
こ
の
重
ね
部
分
の
下
に

１
５
０
～
４
６
０
ミ
リ
ピ
ッ

チ
で
固
定
金
具
で
固
定
す

に
回
復
の
兆
し
が
見
え
な

く
厳
し
い
現
状
に
、
今
こ

そ
会
員
全
体
が
力
を
合
わ

せ
一
人
の
落
ち
こ
ぼ
れ
も

無
く
不
況
乗
り
切
り
を
計

り
た
い
と
呼
び
掛
け
た
・

議
長
選
出
の
後
、
議
案
審

議
に
入
り
、
一
号
・
二
号

議
案
の
平
成
八
年
度
事
業

報
告
、
決
算
報
告
に
つ
づ

き
九
年
度
事
業
計
画
案
・

予
算
案
が
提
案
さ
れ
全
員

拍
手
で
承
認
さ
れ
た
。

次
に
役
員
改
選
に
移
り

七
県
板
理
事
長
互
選
の
結

果
、
会
長
に
宇
野
会
長
が

再
選
、
清
田
三
重
県
板
理

事
長
が
副
会
長
に
、
杉
野

富
山
県
板
理
事
長
が
監
事

に
選
出
さ
れ
就
任
し
た
・

議
事
終
了
の
の
ち
、
来

賓
と
し
て
出
席
さ
れ
た
臼

井
全
板
連
理
事
長
は
価
格

破
域
と
思
わ
れ
る
よ
う
な

低
価
格
施
工
が
横
行
す
る

中
で
、
専
門
業
者
と
し
て

こ
れ
以
上
の
価
格
引
き
下

げ
は
自
滅
に
繋
が
る
と
危

す
る
屋
根
に
は
あ
ま
り
適

し
て
は
い
な
い
。

施
工
は
防
水
工
事
業
、

屋
根
工
事
業
、
板
金
工
事

業
と
多
く
の
屋
根
施
工
職

が
あ
る
が
屋
根
の
改
修
に

は
○
・
八
ｔ
の
下
張
が
必

要
で
あ
る
た
め
に
板
金
工

事
業
者
が
一
番
適
し
て
い

る
・
今
後
は
従
来
の
仕
事

に
プ
ラ
ス
思
考
で
今
ま
で

施
工
し
て
い
な
か
っ
た
分

野
に
一
歩
踏
み
込
ん
で
工

事
を
増
や
し
て
も
ら
い
た

い
と
説
明
が
あ
っ
た
。

こ
の
商
品
は
三
晃
金
属

工
業
㈱
の
営
業
課
と
愛
知

県
板
金
工
業
組
合
を
窓
口

の
み
で
販
売
す
る
た
め
他

の
商
社
や
業
者
で
は
販
売

施
工
が
出
来
な
い
の
で
組

合
員
に
と
っ
て
は
メ
リ
ッ

ト
の
あ
る
屋
根
材
で
は
な

い
か
と
思
う
。

新
商
品
の
説
明
終
了
後

新
年
度
で
取
り
上
げ
る
事

業
に
つ
い
て
ど
ん
な
事
業

を
計
画
す
る
か
意
見
交
換

が
あ
り
総
代
会
で
各
支
部

長
か
ら
ア
ン
ケ
ー
ト
を
取

る
こ
と
と
し
て
委
員
会
を

終
了
し
た
・

報
告
鷲
見

機
感
を
強
調
さ
れ
、
原
点

に
立
ち
帰
り
、
ゼ
ロ
か
ら

の
発
進
を
考
え
直
そ
う
、

そ
し
て
ビ
ジ
ョ
ン
型
責
任

施
工
保
証
事
業
を
強
力
に

推
進
し
よ
う
と
挨
拶
さ
れ

た
。
ま
た
今
回
は
来
賓
と

し
て
全
板
連
か
ら
田
木
専

務
全
板
国
保
の
関
根
専
務
、

全
板
国
民
年
金
基
金
か
ら

津
田
事
務
局
長
・
篠
原
全

板
興
業
社
長
を
招
き
、
全

板
連
の
実
務
面
の
現
状
、

医
療
保
険
制
度
を
取
り
巻

く
状
況
、
年
金
基
金
へ
の

加
入
者
増
強
促
進
、
全
板

大
会
参
加
の
呼
び
掛
け
な

ど
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
で
説

明
が
な
さ
れ
た
。
そ
の
後

懇
親
会
が
設
け
ら
れ
、
健

康
で
の
再
会
を
喜
び
合
い

ま
た
の
出
会
い
を
約
し
て

富
山
を
後
に
し
た
。

い
ず
れ
に
し
て
も
組
合

事
業
に
情
熱
を
燃
や
す
各

県
板
役
員
さ
ん
が
輝
い
て

見
え
た
一
日
で
あ
っ
た
。

（
Ｓ
）

愛知県

板金工業組合

愛
知
県
板
金
工
業
組
合

で
は
経
営
対
策
委
員
会

（
石
原
鋲
司
委
員
長
）
及

び
技
術
研
究
委
員
会
（
高

柳
一
男
委
員
長
）
の
合
同

委
員
会
を
四
月
十
五
日
県

板
事
務
所
三
階
会
議
室
で

平
野
理
事
長
初
め
両
委
員

十
四
名
の
出
席
で
午
後
二

時
か
ら
開
催
し
た
・

平
野
理
事
長
は
委
員
会

に
先
立
ち
挨
拶
で
次
の
よ

う
に
述
べ
た
・

二
月
二
十
五
日
に
技
術

研
究
委
員
会
が
行
っ
た
瓦

組
合
と
の
異
業
種
交
流
の

よ
う
に
組
合
員
と
か
専
門

職
が
積
極
的
に
事
業
に
取

り
組
み
参
画
し
て
い
く
者

に
は
行
政
も
後
押
し
を
し

て
く
れ
る
。
今
回
は
三
晃

金
属
工
業
㈱
か
ら
新
し
い

商
品
を
開
発
し
た
の
で
そ

の
商
品
を
紹
介
し
、
知
っ

て
も
ら
い
た
い
と
挨
拶
さ

れ
た
。三

晃
金
属
工
業
㈱
か
ら

は
屋
根
営
業
課
、
課
長
辻

利
治
氏
と
安
江
裕
一
氏
が

来
組
さ
れ
新
商
品
の
説
明

を
さ
れ
た
。
三
晃
金
属
で

は
ア
メ
リ
カ
で
開
発
さ
れ

経
営
対
策
・
技
術
研
究
合
同
委
員
会
開
催
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画
室

桜
の
花
も
散
り
、
世
情

の
景
気
は
今
一
つ
・
私
共

の
周
囲
は
、
時
の
改
革
の

真
っ
直
中
。
最
近
は
特
に

行
革
の
話
題
も
、
身
近
な

処
で
も
異
変
が
起
き
て
い

る
。
又
一
方
で
は
、
専
門

工
事
業
者
間
に
於
い
て
も
、

統
廃
合
の
噂
も
ち
ら
ほ
ら
。

当
分
の
間
は
、
厳
し
さ
か

ら
逃
れ
る
事
は
出
来
な
い

だ
ろ
う
。
そ
ん
な
厳
し
さ

の
中
で
四
月
一
日
よ
り
ス

タ
ー
ト
し
た
時
短
の
問
題
、

新
制
度
の
主
旨
か
ら
見
て
、

避
け
て
通
る
訳
に
は
い
か

ぬ
も
の
・
早
期
採
用
に
踏

み
切
ら
れ
ば
と
、
対
応
に

苦
慮
し
て
い
る
現
状
。
昨

年
実
施
し
た
労
働
環
境
改

善
フ
ィ
ジ
ビ
リ
テ
ィ
調
査

事
業
の
一
環
と
し
て
、
労

働
時
間
短
縮
な
ど
に
よ
り
、

言

週
㈹
時
間
労
働
完
全
に
ス
タ
ー
ト

「
労
働
時
間
の

短
縮
」

■
■
’ 唇

体
験
し
た
実
態
を
参
考
に

し
て
、
再
認
識
を
新
た
に

考
え
て
見
よ
う
・

特
別
措
置
対
象
事
業
を

除
き
詞
全
面
的
に
週
如
時

間
労
働
制
に
移
行
す
る
事

と
な
り
、
週
の
所
定
労
働

時
間
を
伽
時
間
以
内
と
す

る
た
め
に
は
、
次
の
４
つ

の
基
本
パ
タ
ー
ン
が
あ
り
、

試
案
し
て
見
て
は
／

①
一
日
８
時
間
と
し
、
完

全
週
休
２
日
制
と
す
る
。

②
一
日
７
時
間
釦
分
と
し
、

４
週
７
体
制
と
す
る
。

③
一
日
７
時
間
過
分
と
し
、

隔
週
週
２
日
制
と
す
る
。

④
月
ｌ
金
は
７
時
間
加
分
、

土
は
３
時
間
別
分
と
し
、

週
休
１
日
制
と
す
る
。

又
は
こ
の
ほ
か
に
／

◎
一
年
単
位
の
変
形
労
働

時
間
制
を
使
っ
て
、
一

日
８
時
間
、
年
間
休
日

数
１
０
５
日
と
す
る
方

法
・

◎
一
日
６
時
間
“
分
以
内

と
し
、
週
休
一
日
制
と

す
る
方
法
な
ど
も
考
え

ら
れ
ま
す
。

※
先
ず
は
一
年
単
位
の
変

形
労
働
時
間
制
と
は
／
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個猶予措置対象事業場のうち規模１００人以下のものは42H寺間です。

これによって計算される主な変形期間の限度労働時間は、次表の左欄とおりです。また、

’日の所定労働時間が８時間、７時間30分の事業場における限度労働日数は下欄のとおり

です。

●
隔
週
週
休
２
日
制
を
基

本
と
し
た
変
形
制
度

ま
ず
一
日
当
た
り
の
所

定
労
働
時
間
を
８
時
間
と

し
、
隔
週
週
休
２
日
制
と

し
、
年
間
の
休
日
は
氾
日

に
な
り
ま
す
。
こ
れ
に
年

過
回
の
国
民
の
休
日
を
加

え
、
さ
ら
に
、
年
末
。
年

始
や
ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
イ
ー

ク
、
夏
期
休
暇
（
盆
休
）

と
し
て
以
日
を
休
日
と
す

る
と
、
更
に
年
間
の
休
日

は
１
０
５
日
と
な
り
ま
す
。

そ
の
結
果
、
年
間
の
労
働

日
数
は
３
６
５
日
か
ら
１

０
５
日
を
引
く
と
２
６
０

日
に
な
り
、
所
定
労
働
時

間
は
２
０
８
０
時
間
に
な

り
ま
す
。
こ
れ
を
週
平
均

（
一
年
間
は
３
６
５
日
十

７
日
は
約
５
２
．
１
４
週
、

す
る
と
鉛
時
間
を
下
回
り

ま
す
が
、
若
干
の
調
整
に

よ
り
棚
時
間
と
な
り
ま
す
。
）

方
式
は
、

（
さ
×
睦
杢
Ｐ
ｒ
ｇ
忠
）

●
繁
忙
期
を
週
休
１
日
と

し
、
そ
の
他
の
週
休
２
日

と
す
る
変
形
制

年
末
か
ら
年
度
末
に
か

260

7Ｃ7３

け
て
工
事
量
が
多
く
、
休

日
を
確
保
す
る
の
が
困
難

な
場
合
は
、
｜
日
の
労
働

時
間
を
変
え
ず
に
、
休
日

の
配
置
を
工
夫
す
る
事
が

望
ま
し
く
、
一
日
の
労
働

時
間
を
８
時
間
と
し
、
次

に
日
曜
と
国
民
の
休
日
。

祝
日
を
す
べ
て
休
日
と
し
、

工
事
量
の
多
い
哩
月
～
３

月
の
土
曜
日
は
出
勤
と
し
、

４
月
は
隔
週
の
週
休
２
日

制
と
し
ま
す
。
そ
の
結
果
、

龍

本制度において、変形期間における所定労働時間の限度は、

Ｉ変形期間における所定労働'調の総枠=(鰯）ｉ_…________…_______….…________._…________._____…_____________－．
個猶予捨層対裳事挙娯の弓角鶏垣１００人じｌ下のも６

次の計算式で計算されます。
■‐‐勺守口■■毎口守口字一一一一‐■■‐ー■二■■ニロ画｡~凸■ー■■‐＝＝｡■~

、，変形期間中の暦日数！
×

5９

1３９

278

2９２

146

以
下
の
場
合
は
実
施
内
容

に
よ
り
、
労
使
協
定
書
を

添
え
、
協
定
届
を
提
出
す

る
と
共
に
、
時
間
外
及
休

日
労
働
に
関
す
る
協
定
も

必
要
と
な
り
ま
す
。
更
に

届
出
に
就
い
て
は
、
年
間

の
休
日
表
も
、
同
時
に
届

出
書
に
添
付
す
る
事
と
な
っ

て
お
り
ま
す
の
で
念
の
た

め
・

沼
津

273

l３Ｃ

本制度を採用した場合に、法定の時間外労働（36協定の締結､割増賃金の支払いが必要）

となるのは次の時間です。

①１日．．,労使協定により８時間を超える時間を定めた日はその時間、それ以外の

日は８時間を超えて労働した時間

②１週間…労使協定により40時間（猶予措置対象事業場においては44時間）を超え

る時間を定めた週はその時間、それ以外の週は40時間（同44時間）を超

えて労働した時間（①で時間外労働となる時間を除く。）

③変形期間…次の式によって計算される変形期間における法定労働時間の総枠を超え

て労働した時間（①又は②で時間外労働となる時間を除く。）

．‘一・国－．．－１年単位の変形労働時間制と年間休日日数…一唇一・・一mへ
／，年単位の変形労働時間制を採用して週40時間制を達成するためには、，日の所定：
１労働時間に応じて、，年間に少なくとも次の日数の休日を設ける必要があります。
|（変形期間が１年で､かつ１日の所定労働時間が一定の場合)。

１日の所定労働時間年間休日日数

８時 間 1 0 5 日

７時間45分９６日（97日）

７時間30分８７日（８８日）

７時間15分７８日

７時間６８日（）内はうるう年（366日）の場合ノー－_.－_.－__－－－－－

1３７

年
間
の
休
日
数
は
前
述
の

隔
週
週
休
２
日
の
変
形
制

と
同
様
の
１
０
－
０
日
と
な

り
、
週
如
時
間
を
ク
リ
ア

し
ま
す
。
組
合
員
の
方
々

が
、
解
り
や
す
い
表
を
掲

げ
ま
す
の
で
参
考
に
し
て

下
さ
い
。

尚
、
届
出
に
際
し
て
は

皿
人
以
上
の
従
業
員
を
有

す
る
企
業
は
、
就
業
規
則

の
変
更
が
必
要
と
な
り
ま

す
。
一
方
で
は
皿
人
未
満

278

26］ 292

対象磐間

(鱈日数）

ｌ軍（366日）

１年（366国〉

6カ月Ｃ83閲〉

3カ月（９２弓〉

限度労働時間

猶予港鎧漏象
事実増のうち
境摸１００人以
･下のもの
（週42時間）

時澗
６

八
Ｍ

８

２

左以外の

事 業

(週40時間）

時間

２‘091.4

2.085.7

2.045.7

525.7

限度労働日数
（１，:旨９時間の塔合＞

猶子謄置対象

事実場のうち
詞損lCO人以

下のもの

左以外の

事 業

限度労働制数
〈１日７時間30分の場合）

猶
事
規
下

措登対象

黄場のうち

漠１００人以
もの

左以外の

事 業



板(3)平成９年５月１５日 第３１６号

〔

大
築
商
事
株
式
会
社
は

別
名
空
港
線
と
い
わ
れ
る

瑞
穂
区
堀
田
通
り
五
丁
目

交
差
点
の
北
東
角
に
あ
る
。

こ
の
あ
た
り
は
明
治
の
初

め
ま
で
は
大
喜
村
と
い
わ

れ
大
正
十
年
頃
は
名
古
屋

市
南
区
呼
続
町
と
い
わ
れ

て
い
た
が
昭
和
九
年
瑞
穂

区
が
成
立
し
て
現
在
の
堀

田
通
り
に
な
っ
た
。

す
ぐ
近
く
に
は
高
田
街

道
と
い
わ
れ
た
雁
道
商
店

街
や
賑
町
商
店
街
が
あ
る
・

昭
和
十
年
頃
が
最
盛
期
で

あ
っ
て
万
松
寺
や
円
頓
寺

商
店
街
と
並
び
チ
ン
ド
ン

ャ
や
芸
人
を
呼
ん
で
賑
や

か
な
街
で
あ
っ
た
。

近
く
に
は
日
本
ガ
イ
シ

や
日
本
特
殊
陶
業
と
い
っ

た
大
き
な
会
社
が
あ
り
現

在
で
も
下
町
の
よ
き
商
店

街
と
し
て
に
ぎ
わ
っ
て
い

砦

傍
代
表
取
締
役
社
長
細
野
修
氏

§
’
峡

匙
魂
ら
Ｐ
ｕ

袖
や
刺

や
無
瓜
也
唖
、
邸
時

４
弥
尽
恥

ｑ
ら

、
ト
ム
４
．

▽
新
問
屋
煙
リ
ー
ズ
▲

癖

愛
知
県
亜
鉛
鉄
板
問
屋
会
？
》

会
員
会
社
〆
紹
鶏
介

第
八
回
入
大
業
商
事
株
式
会
社
一

蝿

昭
和
四
十
六
年
八
月

四
日

六
十
四
才
で
逝
去

本
社
所
在
地

名
古
屋
市
瑞
穂
区
堀
田

通
り
四
’
一

会
社
設
立

昭
和
二
十
四
年

代
表
取
締
役

細
野
修

昭
和
二
十
二
年
十
月

十
一
日
生

資
本
金
一
千
万
円

営
業
範
囲

名
古
屋
市
内
及
び
豊
明

市
内

営
業
品
目

一
般
建
築
向
け
の
鉄
鋼

二
次
製
品
及
び
化
成
品

等
従
業
員
男
子
八
名

女
子
二
名

会
社
の
モ
ッ
ト
ー

必
要
な
物
を
、
必
要
な

だ
け
、
必
要
な
時
に
。

以
上
鷲
見

．$嵐離

さ
で
す
。
新
役
員
の
方
か

ら
花
束
頂
き
や
っ
と
終
わ
っ

た
ん
だ
と
実
感
し
た
。
旧

役
員
の
皆
様
ご
苦
労
様
で

し
た
。

｜
新
支
部
長
挨
拶
一

組
合
員
の
皆
様
に
は
益
々

ご
健
勝
の
事
と
お
慶
び
申

し
上
げ
ま
す
。
こ
の
度
、

総
会
の
場
に
於
い
て
東
三

支
部
長
を
任
命
さ
れ
、
そ

の
重
大
さ
に
身
の
引
き
締

ま
る
思
い
で
す
。
今
ま
で

の
組
合
の
流
れ
を
引
き
継

ぎ
、
時
代
に
合
っ
た
対
応

が
で
き
れ
ば
幸
い
と
思
い

ま
す
。
何
卒
皆
様
方
の
ご

協
力
と
ご
指
導
を
賜
り
ま
す

よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

支
部
長
平
松
良
之

副
支
部
長
大
竹
孝
昌

副
支
部
長
鈴
木
芳
郎

副
支
部
長
神
谷
和
利

会
計
浜
島
慶
三

書
記
福
山
健
一

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す

東
三
吉
田

る
。
昔
、
今
池
と
い
う
た

め
池
が
あ
っ
た
と
記
録
に

あ
る
が
、
そ
の
せ
い
で
は

な
い
と
思
う
が
都
市
化
が

進
む
に
つ
れ
ち
ょ
っ
と
大

雨
が
降
る
と
堀
田
通
り
は

よ
く
水
に
浸
か
っ
て
い
た
。

細
野
社
長
の
話
に
よ
れ
ば

つ
い
十
年
ぐ
ら
い
前
ま
で

は
よ
く
道
路
冠
水
が
あ
り

そ
の
た
び
に
鉄
板
な
ど
を

よ
け
た
り
拭
い
た
り
し
て

大
変
で
あ
っ
た
と
語
ら
れ

た
・
昭
和
六
十
二
年
に
高

辻
雨
水
帯
水
池
が
完
成
し

て
か
ら
は
解
消
さ
れ
た
。

現
在
で
は
都
市
高
速
が

通
り
、
近
く
に
は
堀
田
出

入
り
口
が
あ
り
交
通
の
便
に

は
恵
ま
れ
た
場
所
で
あ
る
。

会
社
の
創
業
は
初
代
細

野
鎌
太
郎
（
故
人
）
が
昭

和
二
十
二
年
頃
パ
チ
ン
コ

部
品
の
下
請
け
会
社
桜
商

会
を
設
立
し
た
こ
と
に
始

ま
り
、
そ
の
後
豊
田
織
機

の
下
請
け
で
パ
チ
ン
コ
部

品
用
の
材
料
（
ブ
リ
キ
板
・

真
鏡
板
等
）
の
販
売
を
手

が
け
昭
和
二
十
四
年
株
式

会
社
大
柴
板
金
を
設
立
し

た
。

ラニ拶すい気時ずのとしマ
オ氏さ時各が間サ葉親ばは:１
ケのれ 代 地 上 が イ 山睦か本i；
ま乾たで方向かデ部会り当オ
で杯･は地くかイ長で でに Ｚ
やで長な方様るンは（ます耳丑
る始老いで子のグ相㈱・の菖
賑ま赤か色でに納変ウ痛ｆ
やり川とをは、入わチいり
か力英挨出な景にらダこ言

驚瀞慰郷識i溌蕊蝋ｉ
、､認丸湖役貰

七
号
議
案

質
疑
応
答

第
一
号
議
案
か
ら
第
六

号
議
案
は
承
認
さ
れ
第
七

号
議
案
の
質
疑
応
答
で
は

規
約
の
一
部
改
正
に
つ
い

て
審
議
、
予
算
の
見
直
し
、

訓
練
校
指
導
員
選
出
方
法

の
見
直
し
等
が
審
議
さ
れ
、

次
期
役
員
に
一
任
と
承
認

さ
れ
ま
し
た
。

来
賓
を
代
表
し
県
板
の

平
野
理
事
長
が
挨
拶
さ
れ

グ
ル
ー
プ
を
作
っ
て
勉
強

し
て
下
さ
い
。
問
屋
さ
ん

が
段
取
り
し
て
く
れ
た
の

で
は
な
く
手
作
り
手
弁
当

の
勉
強
会
を
／
出
来
る

だ
け
元
請
け
に
近
い
仕
事

を
／
・
流
通
を
簡
素
化
す

る
努
力
を
／
、
新
し
い
仕

事
（
製
品
）
の
情
報
も
早

く
受
け
入
れ
る
／
・
東
三

で
は
入
ら
な
い
情
報
を
知
っ

て
お
ら
れ
る
理
事
長
の
話
、

等
の
製
作
を
行
っ
て
い
る
。

昭
和
四
十
年
社
名
を
現
在

の
大
柴
商
事
株
式
会
社
と

し
た
。
昭
和
四
十
六
年
に

初
代
社
長
死
去
し
た
こ
と

に
伴
い
二
代
目
に
娘
婿
の

村
井
一
明
氏
が
就
任
、
平

成
三
年
二
代
目
が
引
退
し

三
代
目
に
現
在
の
社
長
細

野
修
氏
が
就
任
。
少
数
精

鋭
、
必
要
な
も
の
を
、
必

要
な
だ
け
、
必
要
な
時
に

を
モ
ッ
ト
ー
に
頑
張
っ
て

い
る
。
昨
年
は
金
物
問
屋

会
の
親
睦
会
で
楽
友
会
に

も
加
入
し
て
視
野
を
広
げ

て
会
社
を
リ
ー
ド
し
て
い

る
。

以
下
に
会
社
の
概
要
を

紹
介
す
る
・

商
号

大
柴
商
事
株
式
会
社

創
業

昭
和
二
十
二
年
頃

創
業
者

細
野
鎌
太
郎

昭
和
二

十
七
年
に

販
売
部
門

を
株
式
会

社
大
柴
板

金
商
事
部

に
独
立
し

た
・
大
柴

板
金
は
大

柴
技
研
と

社
名
を
変

更
し
て
現

在
は
南
区

で
ダ
ク
ト

の
ダ
ン
パ
ー

第
五
十
八
回
通
常
総
会

が
四
月
六
日
「
レ
ス
ト
ラ

ン
高
千
穂
会
館
」
に
て
開

催
さ
れ
ま
し
た
・

愛
板
よ
り
平
野
理
事
長
、

問
屋
か
ら
㈱
ウ
チ
ダ
、
マ

ル
サ
ン
金
属
建
材
㈱
に
来

賓
と
し
て
御
出
席
を
頂
き

ま
し
た
。

小
林
副
支
部
長
の
司
会

で
始
ま
り
、
先
人
に
対
し

黙
祷
、
大
友
支
部
長
挨
拶

「
我
々
が
役
員
を
お
受
け

し
て
早
二
年
、
先
人
達
の

苦
労
が
良
く
わ
か
っ
た
。

二
十
一
世
紀
に
向
か
い
前

進
す
る
た
め
に
も
っ
と
も
っ

と
団
結
し
ま
し
ょ
う
」
。

優
良
従
業
員
表
彰
二
名

議
長
選
出

前
副
支
部
長
緬
糊
氏
が

選
出
さ
れ
出
席
者
六
十
六

名
、
委
任
状
七
十
通
で
総

会
の
成
立
が
確
認
さ
れ
議

案
審
議
に
入
り
ま
し
た
・

一
号
議
案

八
年
度
事
業
報
告

二
号
議
案

八
年
度
会
計
報
告

三
号
議
案

新
役
員
選
出

四
号
議
案

事
業
計
画
案

五
号
議
案

会
計
予
算
案

六
号
議
案

県
板
報
告

鍵識ざ
ｉ

報＊で
‐･ヂミ乳＝昌窪鐸

愛

鍵

本社社屋

蝋



明
日
は
無
い
と
書
い
た
。

一
番
怖
い
の
は
連
鎖
倒
産

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

そ
う
い
う
情
報
収
集
も
組

合
の
仕
事
に
な
り
、
経
営

対
策
部
会
に
組
み
入
れ
て

は
ど
う
か
。
同
業
者
、
異

業
者
、
問
屋
さ
ん
等
情
報

を
集
め
新
聞
に
載
せ
れ
な

け
れ
ば
。
何
ら
か
の
方
法

を
取
ら
な
け
れ
ば
な
る
ま

い
。
場
合
に
よ
っ
て
は
そ

の
筋
の
新
聞
を
県
板
で
取

り
寄
せ
、
誰
も
が
閲
覧
出

来
る
よ
う
に
し
て
は
ど
う

か
・
倒
産
件
数
が
一
番
多

い
の
は
建
設
業
・
…
・
・
・

五
月
二
日
の
日
本
経
済

新
聞
に
「
ス
チ
ー
ル
ハ
ウ

ス
」
に
取
り
組
む
大
手
鉄

鋼
会
社
が
、
共
同
で
建
設

省
に
申
請
し
て
い
る
。
シ

ス
テ
ム
認
定
が
六
月
に
も

取
得
で
き
、
制
度
面
の
環

境
が
整
っ
た
と
あ
る
・
九

七
年
度
建
築
戸
数
は
川
崎

製
鉄
が
五
十
戸
、
住
友
金

属
工
業
・
神
戸
製
鋼
所
が

三
十
戸
、
Ｎ
Ｋ
Ｋ
が
十
～

二
十
戸
。
新
日
本
製
鉄
は

具
体
的
な
数
字
は
挙
げ
て

い
な
い
が
他
社
並
み
と
あ

り
、
い
よ
い
よ
本
格
的
に

動
き
出
す
。

我
々
も
一
歩
前
進
す
る

時
が
来
た
。

東
三
吉
田

板第３１６号 平成９年５月１５日（４）

東
三
支
部
の
広
報
委
員

を
先
輩
の
脇
坂
さ
ん
か
ら

引
き
継
い
で
か
ら
、
あ
っ

と
い
う
間
に
二
年
が
す
ぎ

た
・
広
報
を
や
る
前
に

「
愛
板
」
を
読
ま
せ
て
も

ら
っ
た
が
業
界
紙
に
私
が

出
る
幕
は
と
り
あ
え
ず
三

面
記
事
と
思
い
、
そ
う
い

う
記
事
を
手
が
け
て
き
た

つ
も
り
で
す
。
記
事
を
見

る
度
ゴ
ル
フ
の
様
に
〃
タ

ラ
、
レ
バ
〃
が
つ
き
ま
と

う
。
個
人
、
特
定
の
団
体

名
、
宗
教
批
判
等
は
し
な

い
よ
う
に
心
が
け
て
る
し
、

し
て
は
な
ら
な
い
。

二
年
間
広
報
委
員
を
や

り
、
い
つ
も
思
う
に
は
組

合
活
動
が
組
合
員
全
員
に

伝
わ
っ
て
い
る
の
だ
ろ
う

か
？
も
っ
と
組
合
員
に

知
っ
て
貰
う
に
は
ど
う
す

れ
ば
い
い
の
か
？
何
時

も
考
え
て
ま
す
。
ふ
っ
と

気
が
つ
い
た
の
だ
が
、
組

織
の
内
容
さ
え
良
く
知
ら

な
い
の
に
言
え
な
い
か
も

し
れ
な
い
が
、
理
事
会
、

総
代
会
、
総
務
、
技
術
研

究
、
技
能
、
厨
房
、
経
営

対
策
、
保
証
事
業
の
各
部

会
と
青
年
部
、
訓
練
校
が

あ
る
。
青
年
部
を
例
に
取
っ

て
悪
い
が
、
昨
年
五
月
の

「
愛
板
」
の
中
に
第
十
七

回
通
常
総
会
の
記
事
が
あ

定
時
総
鍔
垂

平
成
９
年
４
月
６
日

（
日
）
平
成
８
年
度
豊
田

板
金
工
業
組
合
の
定
時
総

会
が
豊
田
市
小
坂
本
町
の

『
豊
田
産
業
文
化
セ
ン
タ
ー
』

に
於
い
て
開
催
さ
れ
ま
し

た
・
松
井
祐
治
氏
の
司
会

に
よ
り
開
会
し
た
総
会
は
、

西
俣
組
合
長
の
挨
拶
の
後
、

来
賓
挨
拶
を
県
板
吉
田

事
務
局
長
、
横
山
填
久

横
山
興
業
社
長
、
山
本
清

西
三
板
金
連
合
会
会
長
に

い
た
だ
き
ま
し
た
。
続
い

て
樹
神
伸
光
氏
を
議
長
に

選
出
し
て
議
事
に
入
り
、

事
業
報
告
、
会
計
報
告
、

会
計
監
査
報
告
、
技
能
士

会
報
告
、
豊
田
高
等
職
業

訓
練
校
講
師
報
告
、
青
年

部
報
告
、
建
設
連
合
会
報

告
が
順
次
可
決
承
認
さ
れ

ま
し
た
。
次
に
平
成
９
年

度
事
業
計
画
（
案
）
の
上

程
が
あ
り
、
こ
れ
に
伴
っ

て
技
能
士
会
及
び
企
画
委

員
会
よ
り
計
画
の
発
表
が

あ
り
ま
し
た
。
最
後
に
新

入
会
員
２
名
の
紹
介
が
あ

豊
田
松
井

剛
蝋
郷

縛
鷺
啓
恐
制

圃
亀
、
⑳

豊

田
板
金
蕊

中
村
支
部

唱
日
定
例
総
会
Ｍ
名

西
支
部

巧
日
支
部
総
会
田
名

昭
和
支
部

８
日
定
例
会

緑
支
部

釦
日
健
康
保
険
更
新

と
例
会

江
南
支
部

Ⅳ
肥
日
支
部
総
会
旅

行
南
紀
勝
浦
Ⅳ
名

春
日
井
支
部

８
日
定
例
支
部
会

銘
日
支
部
役
員
会

碧
南
支
部

４
日
青
年
部
ボ
ー
リ

四
篭
鐙

裏
の
田
ん
ぼ
で
蛙
の
コ
ー

ラ
ス
が
日
に
日
に
賑
や
か

に
な
っ
て
来
た
。

桜
は
あ
っ
け
な
く
散
っ

て
し
ま
っ
た
が
、
新
緑
の

中
に
真
っ
白
な
こ
ぶ
し
の

花
や
赤
紫
の
山
ツ
ッ
ジ
、

晴
れ
や
か
な
黄
色
の
れ
ん

ぎ
よ
う
や
タ
ン
ポ
ポ
達
が

彩
り
を
競
い
、
農
村
公
園

に
は
数
百
匹
の
鯉
の
ぼ
り

が
泳
ぎ
、
遠
浅
の
浜
で
採

れ
る
ア
サ
リ
貝
の
旬
の
味

な
ど
、
ど
田
舎
に
住
む
者

に
と
っ
て
季
節
感
を
肌
で

感
じ
満
喫
で
き
る
最
高
の

時
で
あ
る
。
し
か
し
自
然

に
囲
ま
れ
た
我
が
家
の
周

辺
も
土
地
改
良
で
野
山
が

削
ら
れ
、
竹
薮
が
無
く
な
っ

て
こ
の
時
期
一
番
の
好
物

で
あ
る
竹
の
子
堀
が
で
き

な
く
な
っ
た
の
は
残
念
で

な
ら
な
い
が
ど
田
舎
暮
ら

し
も
住
め
ば
都
で
あ
る
。

間
も
な
く
ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
イ
ー

ク
・
知
多
半
島
も
行
楽
施

設
や
道
路
の
整
備
が
進
み

新
鮮
な
グ
ル
メ
と
天
然
温

泉
、
潮
干
狩
り
で
年
々
客

足
が
伸
び
て
結
構
な
事
で

あ
る
が
空
缶
の
投
げ
捨
て

や
ゴ
ミ
の
放
置
、
不
法
駐

車
な
ど
迷
惑
行
為
を
し
な

い
事
を
厳
守
し
て
行
楽
を

楽
し
ん
で
貰
い
た
い
・

四
月
二
十
五
日
閏
晴

三
一
六
号
編
集
会
議

委
員
五
名
出
席

午
後
五
時
半
終
了
⑧

ン
グ
大
会

皿
日
青
年
部
総
会

晦
日
支
部
新
旧
三
役

事
務
引
継
会

安
城
支
部

幻
日
支
部
総
会
（
役

員
改
選
・
新
支
部
長

に
神
谷
義
幸
氏
）

知
多
支
部

蛤
日
支
部
総
会
血
名

５
日
青
年
部
総
会

東
三
支
部

１
日
定
例
会
犯
名

肥
日
新
旧
三
役
会

虹
日
新
旧
役
員
事
務

引
継

妬
日
会
計
監
査

羽
日
青
年
部
総
会

孤
日
三
役
会

■
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０
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０
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．
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Ａ
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ｐ
Ｆ

羽
日
支
部
役
員
会

西
三
板
金
連
合
会

妬
日
幹
事
会
組
名

刈
谷
支
部

３
日
人
間
ド
ッ
ク
健

康
診
断
申
込
み

５
月
９
日
予
定

知
多
支
部

略
日
支
部
理
事
会

妬
日
第
１
回
役
員
会

東
三
支
部

６
日
支
部
総
会
、
名

８
日
定
例
会

皿
日
青
年
部
定
例
会

Ⅳ
日
組
合
・
訓
練
校

青
年
部
合
同
会
議

理
日
組
合
・
問
屋
５

社
会

妬
日
三
役
会

”
日
地
引
網
細
谷

海
岸
如
名

広
報
委
員
の
二
年

－
３
月
各
支
部
の
動
き
一

り
、
役
員
名
簿
の
中
に
書

記
二
名
の
名
が
あ
る
が
定

例
会
や
役
員
会
の
議
事
録

は
ど
こ
に
保
管
し
て
あ
る

の
か
、
式
次
第
は
だ
れ
が

書
く
の
か
お
聞
き
し
た
い
・

各
部
会
の
議
事
録
は
県
板

事
務
所
で
み
れ
る
の
か
。

そ
こ
で
ニ
ッ
提
案
し
た
い
・

一
シ
は
、
五
月
に
は
新

役
員
が
決
ま
る
・
新
役
員

の
方
々
に
年
間
ス
ケ
ジ
ュ
ー

ル
を
提
出
し
て
い
た
だ
き
、

「
愛
板
」
に
載
せ
、
「
各
支

部
の
動
き
」
と
同
様
に

「
各
部
会
の
動
き
」
を
載

せ
て
は
ど
う
か
。
そ
う
す

れ
ば
組
合
員
の
方
々
に
部

会
の
動
き
が
わ
か
る
。
他

の
部
会
に
出
席
し
た
こ
と

は
ほ
と
ん
ど
無
い
が
、
部

会
長
に
頼
り
す
ぎ
て
な
い

か
・
部
会
の
役
割
分
担
を

明
確
に
す
べ
き
で
あ
る
部

会
長
、
司
会
、
書
記
等
約

千
店
の
組
合
員
を
代
表
す

る
部
会
長
な
の
だ
と
い
う

認
識
が
無
け
れ
ば
全
国
区

に
は
通
用
し
な
い
。
厳
し

い
事
を
書
い
た
が
情
報
は

平
等
と
思
う
か
ら
だ
・

ニ
ッ
目
は
四
月
号
で
書

い
た
が
、
メ
ジ
ャ
ー
と
い

わ
れ
る
ハ
ウ
ス
メ
ー
カ
ー

が
宣
伝
と
営
業
に
本
腰
を

入
れ
る
た
め
、
零
細
・
中

小
の
ハ
ウ
ス
メ
ー
カ
ー
に

中
支
部

別
幻
日
支
部
研
修
会

和
倉
温
泉
加
賀
屋

昭
和
支
部

７
日
定
例
会
（
役
員

改
選
）

一
宮
支
部

Ⅳ
日
支
部
役
員
会

幻
日
青
年
部
例
会

小
牧
支
部

肥
日
夕
食
会
（
旅
行

の
件
、
総
代
会
の
件
、

資
格
講
習
の
件
）

江
南
支
部

妬
日
支
部
役
員
会

津
島
支
部

５
日
支
部
総
会
Ⅳ
名

春
日
井
支
部

８
日
定
例
支
部
会

一
４
月
各
支
部
の
動
き

愛

や


